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1. 浮 世絵 の版 画， 絵画とし ての価値は今や世界的な

ものであ るが，角 度をかえて服飾面の研究をつづけてき

たので今回 は「 羽織およびコート類」に つ い て報告 す

る。

2.　現 存する浮世絵の中から「羽織およびコ ート類」

の描 かれてい るものを抽出し て，作期別，作中人物の職

業 別，性 別，年 齢別に検討し て，羽識丈の長短，羽織 と

足 袋との関係， 羽織の紐の流行お よび コ ー ト類に つ い

て，これが現代に及ぼし た影響について究明した。

3. 室町時代末期に武人が用い るよう に な っ た陣羽

織，またはダスターコ ート として用いられてい た羽織 に

大きな家紋をつけて用い るようになると単なる埃 除けで

はなくなり, 現代男子 の礼装 に紋付 きの羽織 は欠 くこ と

のできないもの となっ た基 礎をつ くった。一方，娘歌舞

伎の廃止は女形をして被服史上 に貢献せし める結果 とな

り，羽織を用い て，そ の武骨 さを カバーし たこ とはい う

までもないが，道中 に羽織 を用い て女形 即ち男性 である

こ とを明 らか にし た。これ が粋 を好む深 川芸者に好まれ

て「男装 の麗人」 とい ったふうをかもし 出し た。 流行は

色里 から市井 に入 って町家 の妻女もこれを用いるよ うに

なったが羽織は元来 ，男性のものであっ たためか，ま た

は女帯 の発達が，女子の礼装から羽織を脱した ためか着

丈 の長短，紐の変化等その時代の世相を反映し た流行は

如 何なく画中に描き出されてはい るが，今 日まで， さは

どの発展をみていないことが認 められ た。


